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県
議
会
は
、
令
和
五
年
十
二
月
定
例
会
を
十
二
月

一
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
十
八
日
間
の
日
程
で
開
催

し
ま
し
た
。

　
開
会
日
に
は
、
長
崎
幸
太
郎
知
事
が
令
和
五
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
の
提
案
理
由
を
説
明
。

人
口
減
少
危
機
対
策
で
は
、「
内
閣
官
房
参
与
の

山
崎
史
郎
氏
を
筆
頭
と
し
た
人
口
減
少
問
題
の
専
門

家
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
、
本
県
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、

各
種
少
子
化
対
策
が
出
生
率
向
上
に
与
え
る
影
響
、

有
効
性
を
検
証
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
進
展
し
て
い

る
。
全
国
に
先
駆
け
様
々
な
施
策
を
実
行
す
る
と
と

も
に
、
国
全
体
の
出
生
率
向
上
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、

施
策
の
効
果
検
証
な
ど
も
踏
ま
え
な
が
ら
国
の
政
策

動
向
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
開
会
日
の
本
会
議
で
は
、
九
月
定
例
会
で

設
置
さ
れ
た
決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
結
果
の
報
告

を
受
け
た
後
、
令
和
四
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
並
び
に
公
営
企
業
会
計
決
算
を

賛
成
多
数
で
認
定
し
ま
し
た
。

　
知
事
の
説
明
を
受
け
て
十
二
月
六
日
、七
日
、八
日
、

十
一
日
の
四
日
間
、代
表
・
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

（
詳
報
は
二
面
）

　
十
二
月
十
二
日
に
は
教
育
厚
生
、
土
木
森
林
環
境

委
員
会
、
十
三
日
に
は
総
務
、
農
政
産
業
観
光
委
員

会
を
開
催
し
、
付
託
案
件
や
所
管
事
項
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。（
詳
報
は
三
面
）

　
定
例
会
最
終
日
の
十
二
月
十
八
日
の
本
会
議
に
は
、

知
事
か
ら
国
の
デ
フ
レ
完
全
脱
却
の
た
め
の
総
合
経

済
対
策
を
活
用
し
た
追
加
の
補
正
予
算
案
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
同
日
直
ち
に
審
議
及
び
各
常
任
委
員
会
で
審
査
を

行
い
、
開
会
日
に
提
出
さ
れ
た
二
十
億
五
千
七
百
六

十
七
万
七
千
円
と
閉
会
日
に
追
加
提
出
さ
れ
た
三
百

四
十
二
億
八
千
三
百
五
十
一
万
八
千
円
の
一
般
会
計

補
正
予
算
案
な
ど
と
併
せ
、
合
計
二
十
五
案
件
を
可

決
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

十
二
月
定
例
会
の
概
要

令和６年１月５日　県議会議事堂前

議場コンサートを開催 永年勤続議員を表彰　地方自治の発展に貢献

　１２月１日、１２月定例会の開会に先立ち、山梨交響楽団による「山梨
県議会議場コンサート２０２３」が開催されました。２８回目の公演となる
今回の議場コンサートでは、ワーグナー作曲『ジークフリート牧歌』と、
アンゲラー作曲『おもちゃの交響曲』第一楽章が演奏されました。議員
や県民の方々が、山梨交響楽団の奏でる名曲を満喫しました。

　全国都道府県議会議長会から、県議会議員として 10 年以上在職し、
地方自治の発展に功績があったとして、水岸富美男議長（自由民主党・開

の国、 都留市・西桂
町）、杉山肇議員（自
由民主党、 都留市・
西桂町）が永年勤続
表彰されました。あわ
せて、 永年議員の職
にあって県政推進に
功績のあった杉山肇
議員に対して山梨県
議会議長賞が交付さ
れました。

12 月定例会開会日に受彰者を代表して挨拶する杉山議員

県議会
　トピックス
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12月定例会では、12月６日、７日、８日、11日の４日間にわたり、代表、一般各質問を行いました。
各議員の質問項目は次のとおりです。

県議会では、公式facebookで議会活動の情報を発信しています。ぜひご覧ください。https://www.facebook.com/yamanashi.kengikai公式 Facebook で情報発信しています。

そ
の
他
の
議

案
を
含
め
た

議
員
別
の
賛

否
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
け

ま
す
。

　
代
表
質
問

● 

人
口
減
少
危
機
の
突
破
に
向
け
た
取
り
組
み

● 

Ｄ
Ｘ
の
推
進

● 

次
期
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
の
策
定

● 

献
血
の
推
進

● 

林
業
の
担
い
手
確
保
に
向
け
た
農
林
大
学
校
森
林
学
科

の
取
り
組
み

● 「
国
際
交
流
世
界
の
森
や
ま
な
し
」
の
利
用
促
進

● 

メ
デ
ィ
カ
ル
・
デ
バ
イ
ス
・
コ
リ
ド
ー
構
想
の
更
な
る

推
進

● 

観
光
推
進
計
画
の
策
定

● 

峡
南
地
域
の
観
光
振
興

● 

橋
梁
の
老
朽
化
対
策

● 

水
素
社
会
実
現
に
向
け
た
本
県
の
取
り
組
み

● 
教
科
「
情
報
」
を
は
じ
め
と
す
る
高
校
の
情
報
教
育
の

充
実

● 
電
話
詐
欺
被
害
防
止
対
策

● 

高
齢
者
の
認
知
症
対
策

● 

慢
性
腎
臓
病
対
策

● 

再
生
資
源
物
の
不
適
正
保
管
等
の
防
止
及
び
産
業
廃
棄

物
の
適
正
管
理
の
促
進
に
関
す
る
条
例
の
制
定

● 

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
拠
点

● 

地
域
ゆ
か
り
の
戦
国
武
将
を
活
用
し
た
観
光
振
興

● 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
の
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
促
進

● 

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
並
び
に
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
開
催
に
向
け
た
競
技
力
向
上

● 

中
部
横
断
自
動
車
道
に
お
け
る
増
穂
・
双
葉
間
の
四
車

線
化
整
備

● 

富
士
川
の
中
流
域
に
お
け
る
ア
ユ
を
育
む
川
づ
く
り

● 

子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進

● 

公
立
小
中
学
校
に
お
け
る
支
援
ス
タ
ッ
フ
の
活
用

● 

県
内
の
暴
走
族
の
現
状
と
年
末
に
向
け
た
県
警
察
の
取

締
り

自
由
民
主
党
・
開
の
国
　
望
月
　 

勝

自
由
民
主
党
新
緑
の
会
　
長
澤 

　
健

● 

中
小
企
業
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
の
推
進

● 

豊
か
さ
共
創
社
会
の
実
現
に
向
け
た
産
業
人
材
の
確

保
・
育
成

● 

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
へ
の
対
応

● 

本
県
に
お
け
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
対
応

● 

本
県
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

● 

本
県
果
樹
農
業
の
持
続
的
発
展

● 

世
界
文
化
遺
産
富
士
山
の
保
存
管
理

● 

広
域
的
な
消
防
体
制
の
更
な
る
充
実

● 

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
並
び
に
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
開
催
に
向
け
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

● 

Ｊ
Ｒ
中
央
線
・
東
山
梨
駅
に
隣
接
す
る
跨
線
橋
整
備

● 

不
登
校
対
策

● 

飲
酒
運
転
の
現
状
と
根
絶
に
向
け
た
取
り
組
み

未
来
や
ま
な
し
　
古
屋 

雅
夫

可
決
・
認
定
さ
れ
た
主
な
議
案

・	

山
梨
県
再
生
資
源
物
の
不
適
正
保
管
等
の
防
止
及

び
産
業
廃
棄
物
の
適
正
管
理
の
促
進
に
関
す
る
条

例
制
定
の
件

・	

山
梨
県
知
事
、
副
知
事
、
公
営
企
業
の
管
理
者
、

教
育
長
及
び
常
勤
監
査
委
員
の
通
勤
手
当
及
び
期

末
手
当
支
給
条
例
及
び
山
梨
県
特
別
職
の
秘
書
の

職
の
指
定
等
に
関
す
る
条
例
中
改
正
の
件

・	

山
梨
県
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
中
改
正
の
件

・	

山
梨
県
職
員
給
与
条
例
等
中
改
正
の
件

・	

山
梨
県
道
路
法
施
行
条
例
及
び
山
梨
県
流
水
占
用

料
等
に
関
す
る
条
例
中
改
正
の
件

・	

令
和
五
年
度
山
梨
県
一
般
会
計
補
正
予
算

・	

令
和
五
年
度
山
梨
県
恩
賜
県
有
財
産
特
別
会
計
補

正
予
算

・	

令
和
五
年
度
山
梨
県
集
中
管
理
特
別
会
計
補
正

予
算

・	

令
和
五
年
度
山
梨
県
営
電
気
事
業
会
計
補
正
予
算

・	

令
和
五
年
度
山
梨
県
流
域
下
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算

・	

契
約
締
結
の
件

・	

訴
え
の
提
起
の
件

・	

指
定
管
理
者
の
指
定
の
件

・	

当
せ
ん
金
付
証
票
発
売
の
件

・	

地
方
独
立
行
政
法
人
山
梨
県
立
病
院
機
構
の
中
期

目
標
を
定
め
る
件

・	

令
和
四
年
度
山
梨
県
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
件

・	

令
和
四
年
度
山
梨
県
公
営
企
業
会
計
決
算
認
定

の
件

●	

救
急
医
療
の
充
実
に
向
け
た
救
急
搬
送

体
制
の
確
保

●	

動
物
の
譲
渡
の
推
進

●	

健
康
寿
命
の
延
伸

●	

金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
ヤ
ー
ド
の
規
制

●	

昭
和
町
内
に
お
け
る
水
害
リ
ス
ク
情
報

の
充
実

●	

学
校
の
働
き
方
改
革
の
更
な
る
推
進

●	

リ
ニ
ア
見
学
セ
ン
タ
ー
の
利
用
促
進
に

向
け
た
取
り
組
み

●	

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
促
進

●	

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

●	

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
対
策

●	

有
機
農
業
の
拡
大

●	

県
立
高
校
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
導
入
拡
大

●	

障
害
者
の
就
労
支
援
の
推
進

●	

花
粉
発
生
源
対
策
を
通
じ
た
林
業
・
木
材

産
業
の
活
性
化

●	

ワ
イ
ン
産
業
の
発
展
に
向
け
た
取
り
組
み

●	

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
普
及
・
啓
発

●	

農
業
の
担
い
手
の
育
成

●	

笛
吹
川
左
岸
地
域
の
堤
防
強
化
対
策

●	

子
ど
も
の
健
や
か
な
体
を
育
成
す
る
た
め

の
実
践
的
な
指
導
の
充
実

●	
物
価
高
騰
対
策

●	
学
校
給
食
費

●	

介
護
保
険

●	

看
護
職
員
修
学
資
金

●	

会
計
年
度
任
用
職
員

●	

地
域
枠
の
医
学
生
奨
学
金
の
違
約
金

●	

中
部
横
断
自
動
車
道
長
坂
・
八
千
穂
間

の
整
備

●	

富
士
山
登
山
鉄
道
構
想

●	

米
軍
機
の
県
内
上
空
で
の
訓
練

●	

県
有
地
問
題

●	

知
事
の
政
治
姿
勢

●	

男
性
の
働
き
方
改
革
、育
休
取
得
率
向
上

●	

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み

●	

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

●	

視
覚
障
が
い
者
の
情
報
取
得
サ
ポ
ー
ト

●	

子
宮
頸
が
ん
検
診
と
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
推
進

●	

富
士
山
登
山
鉄
道
構
想
の
技
術
的
確
認

事
項

●		

半
導
体
関
連
産
業
の
さ
ら
な
る
集
積

●		

リ
ニ
ア
新
駅
と
富
士
山
の
ア
ク
セ
ス
向
上

●		

甲
府
城
周
辺
に
お
け
る
県
市
が
連
携
し

た
観
光
振
興

●		

公
文
書
の
管
理

●		

中
小
・
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
省
エ

ネ
・
再
エ
ネ
設
備
導
入
加
速
化
事
業
費

補
助
金

●		

動
物
虐
待
へ
の
対
応

●		

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
の
整
備

●		

第
五
十
回
信
玄
公
祭
り

●		

国
際
交
流
事
業
に
お
け
る
生
活
困
窮
世

帯
の
子
ど
も
へ
の
経
験
格
差
の
是
正

●		

学
校
の
働
き
方
改
革
の
推
進

●		

水
稲
の
生
産
振
興

●		

非
正
規
雇
用
労
働
者
の
待
遇
改
善

●		

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
課
題

●		

路
面
標
示
の
補
修
整
備

●	

富
士
五
湖
自
然
首
都
圏
フ
ォ
ー
ラ
ム

●	

富
士
・
東
部
地
域
に
お
け
る
重
度
障
害

者
の
支
援
体
制

●	

保
育
士
業
務
の
負
担
軽
減

●	

児
童
虐
待
防
止
へ
の
取
り
組
み

●	

地
域
特
性
に
応
じ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
促
進

●	

織
物
産
業
の
振
興

●	

富
士
登
山
の
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組
み

●	

県
道
富
士
吉
田
西
桂
線
上
暮
地
バ
イ
パ

ス
の
早
期
全
線
整
備

●	

若
者
に
お
け
る
結
婚
や
出
産
な
ど
の
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み

●	

子
宮
頸
が
ん
の
予
防

●	

オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
な
ど
に
よ
る
高
校

生
の
学
び
の
継
続

●	

地
域
猫
活
動
へ
の
支
援

●	

都
市
計
画
道
路
田
富
町
敷
島
線
の
整
備

●	

下
水
道
に
よ
る
内
水
対
策

●	

日
川
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
工
芝
生
化

の
取
り
組
み

●	

県
産
果
実
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
維
持
・

向
上

●	

山
梨
市
に
お
け
る
農
業
生
産
基
盤
の
整
備

●	

山
梨
市
内
に
お
け
る
河
川
の
伐
木
浚
渫

●	

本
県
に
お
け
る
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の

調
査

●	

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
業
務
改
善

●	

社
会
的
養
育
の
推
進

●	

子
ど
も
子
育
て
支
援

●	

も
の
づ
く
り
産
業
の
振
興

●	

山
梨
の
文
化
芸
術
の
振
興

●	

中
道
往
還
の
整
備

　
一
般
質
問

伊
藤 

　
毅

（
自
由
民
主
党

新
緑
の
会
）

石
原 

政
信

（
自
由
民
主
党
・

開
の
国
）

菅
野 

幹
子

（
日
本
共
産
党
）

佐
野 

弘
仁

（
公
明
党
）

向
山 

憲
稔

（
自
民
党
信
明
会
）

杉
山 

　
肇

（
自
由
民
主
党
）

福
井 

太
一

（
え
が
お
夢
）

中
村 

正
仁

（
自
由
民
主
党
・

開
の
国
）

飯
島 

力
男

（
自
由
民
主
党
・

開
の
国
）

望
月 

大
輔

（
自
由
民
主
党

新
緑
の
会
）

渡
辺 

淳
也

（
自
由
民
主
党
・

開
の
国
）

議案に対する各会派の賛否（起立採決分）

議案の名称
議
決
結
果

自
由
民
主
党
・
開
の
国

自
由
民
主
党

新

緑

の

会

未
来
や
ま
な
し

自
由
民
主
党

日
本
共
産
党

公

明

党

リ
ベ
ラ
ル
山
梨

や
ま
な
し
県
民
会
議

自
民
党
信
明
会

え

が

お

夢

無

所

属

知事提出議案

第 7 9 号（山梨県知事、副知事、公営企業の管理者、教育長及び常勤監査委員の通勤手当及び
期末手当支給条例及び山梨県特別職の秘書の職の指定等に関する条例中改正の件） 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 8 0 号（山梨県議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例中改正の件） 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 8 6 号（令和5年度山梨県一般会計補正予算（第6号）） 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 8 8 号（令和5年度山梨県集中管理特別会計補正予算（第1号）） 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 8 9 号（令和5年度山梨県営電気事業会計補正予算（第3号）） 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

第100号（令和5年度山梨県一般会計補正予算（第7号）） 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

認第1号（令和4年度山梨県一般会計及び各特別会計歳入歳出決算認定の件） 認定 ○ ○ ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○
○：賛成　　×：反対



　  

再
生
資
源
物
な
ど
の
保
管
の
手

続
き
に
お
い
て
、
届
出
を
義
務
づ

け
る
面
積
を
一
定
規
模
以
上
と
し

た
根
拠
は
何
か
。
ま
た
、
北
杜
市

須
玉
町
で
発
生
し
た
よ
う
な
事
案

に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
で

き
る
の
か
。

　  

再
生
資
源
物
な
ど
は
、
大
量
に

保
管
さ
れ
、
管
理
が
行
き
届
か
な

く
な
る
と
、
生
活
環
境
保
全
上
の

支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

一
方
で
、
保
管
量
が
少
な
い
場
合

に
は
、
生
活
環
境
保
全
上
の
支
障

が
生
じ
る
お
そ
れ
は
低
い
こ
と
か

ら
、
一
定
規
模
以
上
の
保
管
を
条

例
の
対
象
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
北
杜
市
須
玉
町
の
事
案
で

は
、
有
価
物
と
称
し
て
持
ち
込
ま
れ

た
堆
肥
原
料
の
保
管
に
よ
り
悪
臭
が

発
生
し
た
こ
と
や
、
廃
棄
物
と
認
定

す
る
こ
と
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
が

課
題
で
あ
っ
た
。
条
例
で
は
こ
の
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
有
価
物
で

あ
っ
て
も
生
活
環
境
保
全
上
の
支
障

が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
物
に
つ
い

て
、
必
要
な
基
準
を
設
け
、
違
反
し

た
場
合
に
は
罰
則
の
あ
る
命
令
を
規

定
す
る
。
さ
ら
に
、
事
業
者
に
は
、

取
扱
い
計
画
の
事
前
届
出
等
を
義
務

づ
け
、
廃
棄
物
処
理
法
と
併
せ
て
適

切
に
運
用
す
る
こ
と
で
、
同
様
な
事

案
に
つ
い
て
も
、
早
い
段
階
か
ら
対

応
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

【
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項
】

・	

変
更
契
約
締
結
の
件

　  

会
計
年
度
任
用
職
員
に
対
し
勤

勉
手
当
の
支
給
を
可
能
と
す
る
こ

と
の
意
義
は
何
か
。
ま
た
、
勤
勉

手
当
の
支
給
に
よ
り
、
会
計
年
度

任
用
職
員
の
処
遇
が
ど
の
よ
う
に

改
善
さ
れ
る
の
か
。

　  

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
公
務

運
営
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
処
遇
に
つ

い
て
、
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
令
和

二
年
度
の
制
度
開
始
以
来
、
期
末

手
当
の
支
給
を
可
能
と
す
る
な
ど
、

そ
の
処
遇
の
改
善
を
図
っ
て
き
た

が
、
今
般
の
地
方
自
治
法
の
改
正

に
鑑
み
、
当
該
条
例
改
正
案
に
よ

り
、
勤
勉
手
当
の
支
給
を
可
能
と

す
る
こ
と
で
、
会
計
年
度
任
用
職

員
の
さ
ら
な
る
処
遇
の
改
善
に
資

す
る
も
の
と
な
る
。

　
ま
た
、
支
給
対
象
と
な
る
職
員

は
、
既
に
支
給
し
て
い
る
期
末
手

当
の
対
象
職
員
と
同
様
の
職
員
が

対
象
と
な
り
、
全
任
命
権
者
あ
わ

せ
て
一
千
四
百
人
程
度
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。
支
給
額
は
基
準
月
額

や
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
数

に
よ
り
異
な
る
が
、
事
務
補
助
職

で
一
週
間
あ
た
り
三
十
時
間
勤
務

の
職
員
が
満
額
支
給
と
な
っ
た
場

合
、
年
間
で
約
二
十
六
万
円
に
な

る
と
見
込
ん
で
い
る
。

【
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項
】

・	

ふ
る
さ
と
納
税
促
進
対
策
事
業
費

・	

人
事
給
与
福
利
厚
生
シ
ス
テ
ム

改
修
事
業
費

　  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

と
い
う
類
を
見
な
い
脅
威
の
後
に

定
め
る
次
期
中
期
目
標
の
特
徴
は

何
か
。

　  

現
在
の
医
療
を
取
り
巻
く
環
境

と
し
て
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
展

に
伴
う
疾
病
構
造
の
変
化
や
医
療

技
術
の
進
歩
に
よ
る
県
民
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
、
質
の
高
い
医
療
へ
の
関
心

の
高
ま
り
な
ど
が
あ
り
、
加
え
て
、

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
な
ど
、
新
興
感
染
症
の
拡
大
に

備
え
た
具
体
的
な
対
策
も
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
今
回
の
中
期
目
標
で

は
、
新
興
感
染
症
へ
の
対
応
を
主
要

な
取
り
組
み
と
し
て
定
め
る
と
と
も

に
、
県
民
の
関
心
が
非
常
に
高
い
が

ん
ゲ
ノ
ム
医
療
の
提
供
推
進
、
ま
た
、

医
療
従
事
者
の
確
保
や
医
療
従
事

者
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
環
境

に
向
け
た
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
、

さ
ら
に
、
災
害
時
に
お
け
る
医
療
救

護
活
動
の
拠
点
機
能
を
担
う
こ
と
に

つ
い
て
、
特
に
精
神
科
医
療
に
お
け

る
拠
点
機
能
の
強
化
に
取
り
組
む

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項
】

・	

教
育
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事

業
費
に
お
け
る
債
務
負
担
行
為

・	

戦
没
者
納
骨
堂
維
持
管
理
事
業
費

・	

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
多
機
能

化
モ
デ
ル
事
業
費
補
助
金

・	

福
祉
施
設
等
物
価
高
騰
対
策
光

熱
費
等
支
援
金

　  

富
士
山
保
全
協
力
金
収
入
が

昨
年
度
に
比
べ
大
幅
に
増
加
し
た

が
、
今
年
度
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
だ
の
か
。
ま
た
、
地
元
の
団
体

等
か
ら
要
請
を
受
け
た
協
力
金
の

義
務
化
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

　  

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
へ
の
対
応

や
、
協
力
金
の
徴
収
員
に
外
国
語

対
応
が
可
能
な
ス
タ
ッ
フ
を
配
置

し
、
協
力
金
の
使
い
方
の
説
明
や
、

積
極
的
な
協
力
の
呼
び
か
け
を
行
っ

て
き
た
。
ま
た
、
協
力
者
証
の
木

札
に
、
世
界
遺
産
登
録
十
周
年
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入

れ
、
記
念
ス
タ
ン
プ
を
押
す
な
ど
、

新
た
な
取
り
組
み
を
行
っ
た
結
果
、

登
山
者
の
富
士
山
へ
の
保
全
意
識
が

高
ま
り
、
協
力
率
が
大
幅
に
向
上

し
た
。

　
ま
た
、
協
力
金
の
義
務
化
に
つ
い

て
は
、
山
梨
、
静
岡
両
県
に
お
い
て

検
討
し
て
き
た
が
、
対
象
者
の
捕
捉

コ
ス
ト
が
大
き
く
な
る
な
ど
、
解
決

す
べ
き
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
た
た

め
、
令
和
四
年
度
に
、
当
面
は
現

行
制
度
を
維
持
す
る
こ
と
と
さ
れ

た
。
し
か
し
、
富
士
山
の
環
境
保

全
等
の
観
点
か
ら
、
引
き
続
き
義

務
化
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項
】

・	

病
害
虫
総
合
制
御
技
術
推
進
特

別
対
策
事
業
費

・	

水
素
社
会
実
現
戦
略
的
拠
点
整

備
事
業

・	

山
梨
県
営
電
気
事
業
会
計
出
資
金
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議会の傍聴について  県議会事務局議事調査課（TEL 055-223-1813）までお問い合わせください。

●答

●答

● 問 

教
育
厚
生
委
員
会委

員
長 

臼
井 

友
基

 

土
木
森
林
環
境
委
員
会

委
員
長 

長
澤 

　
健

　

総
務
、
教
育
厚
生
、
農
政
産
業
観
光
、
土
木
森
林
環
境
の
四
常
任
委
員
会
は
、
十
二
月
十
二
日
、
十
三
日
、

十
八
日
に
令
和
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
等
の
付
託
議
案
及
び
請
願
に
係
る
審
査
を
行
い
、
十
二
月

十
八
日
の
本
会
議
で
は
、
各
常
任
委
員
長
が
審
査
の
内
容
及
び
審
査
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

山
梨
県
職
員
給
与

条
例
等
中
改
正
の
件

富
士
山
総
合
保
全
対
策

推
進
事
業
費

●答 ● 問

委員会
リポートリポートリポート

リ
ポ
ー
ト

リ
ポ
ー
ト

リ
ポ
ー
ト

委
員
会

● 問●答 ●  問

 

総
務
委
員
会

委
員
長 

桐
原 

正
仁

 

農
政
産
業
観
光
委
員
会

委
員
長 

藤
本 

好
彦

　

各
常
任
委
員
会
で
は
、
議
会
閉
会
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
す
る
事
項

の
審
議
の
参
考
と
す
る
た
め
、
県
内
外
に
出
向
き
調
査
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
令
和
五
年
十
一
月
に
実
施
し
た
各
常
任
委
員
会
の

県
内
調
査
の
主
な
状
況
に
つ
い
て
御
紹
介
し
ま
す
。

議会活動の紹介議会活動の紹介

県
内
調
査

　男女共同参画推進センター及び国際交流・多文化共生センター（甲
府市）において、各センターの概要及び事業内容等の説明を受けた
後、施設内を視察（写真）しました。また、警察本部（甲府市）におい
て、通信指令室及び交通管制センター等の概要及び業務内容等につ
いて説明を受けた後、現地視察を行いました。

　健康科学大学産前産後ケアセンターママの里（笛吹市）において、
宿泊型産後ケア事業について説明を受けた後、施設内を視察（写真）
しました。また、創造工房くわの家において、農福連携の取り組みに
ついて説明を受けた後、グラノーラの袋詰め作業やブドウの傘の洗浄
作業などの様子を視察しました。

　山梨県総合農業技術センター（甲斐市）において、データ農業によ
るキュウリ養液栽培の増収技術の確立について説明を受けた後、高
軒高ハウスを視察（写真）しました。また、石和温泉管理事務所（笛吹
市）において、温泉事業の概要について説明を受けた後、源泉、受湯
室及び配湯室等の温泉供給施設の現地視察を行いました。

　山梨県が行っている、公共建築物等の木造・木質化の促進の調査
のため、その事例として建設中の身延町立身延中学校を視察（写真）
しました。また、基幹河川改修事業費及び県道橋りょう改築費の調
査のため、その事例である芦川橋（西八代郡市川三郷町）及び富士橋

（南巨摩郡富士川町）の工事の現地視察を行いました。

総務
委員会

教育厚生
委員会

農政産業
観光委員会

土木森林
環境委員会

常常
任任
委委
員員
会会

山
梨
県
再
生
資
源
物
の
不
適
正
保
管
等

の
防
止
及
び
産
業
廃
棄
物
の
適
正
管
理

の
促
進
に
関
す
る
条
例
制
定
の
件

地
方
独
立
行
政
法
人

　
山
梨
県
立
病
院
機
構
の

　
　
中
期
目
標
を
定
め
る
件
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地
域
の
医
療
と
介
護
を

守
る
た
め
の
条
例
案
作
成

委
員
会
（
渡
辺
淳
也
委

員
長
）
は
、
条
例
案
作

成
の
参
考
と
す
る
た
め
、

十
一
月
十
七
日
に
公
益
社

団
法
人
山
梨
県
看
護
協

会
、
一
般
社
団
法
人
山
梨

県
介
護
福
祉
士
会
、
学

校
法
人
伊
藤
学
園
優
和

福
祉
専
門
学
校
の
皆
様

と
活
発
な
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
今
後
は
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
執
行

部
へ
の
意
見
照
会
等
を
行

い
、
引
き
続
き
条
例
の
制

定
に
向
け
、
活
動
し
て
い

き
ま
す
。

　

や
ま
な
し
子
ど
も

の
貧
困
対
策
推
進
政

策
提
言
案
作
成
委
員
会

（
山
田
一
功
委
員
長
）

は
、
提
言
案
作
成
の

参
考
と
す
る
た
め
、

十
一
月
二
十
七
日
に
こ

ど
も
家
庭
庁
支
援
局

家
庭
福
祉
課
企
画
官

の
宮
崎
千
晶
氏
か
ら

国
の
こ
ど
も
の
貧
困

対
策
の
経
過
と
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
講
義

を
受
け
ま
し
た
。
今

後
も
引
き
続
き
政
策

提
言
の
作
成
に
向
け
、

活
動
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
の
医
療
と
介
護
を
守
る
た
め
の

条
例
案
作
成
委
員
会

や
ま
な
し
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進

政
策
提
言
案
作
成
委
員
会

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

　

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
委
員
会

（
卯
月
政
人
委
員
長
）は
、

十
月
三
十
日
に
日
本
マ
イ
ク

ロ
ソ
フ
ト
株
式
会
社
品
川
本

社
を
訪
問
し
、議
会
に
お
け

る
生
成
Ａ
Ｉ
な
ど
の
活
用
に

つ
い
て
、企
業
の
担
当
役
員

ら
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し

た
。今
後
も
、本
県
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
効
果
的
に
推
進
す

る
た
め
の
方
策
を
協
議
し
て

い
き
ま
す
。

　

議
会
運
営
委
員
会（
河
西
敏
郎
委
員
長
）は
、今
後
の
議
会
運
営
及
び

議
会
改
革
の
参
考
と
す
る
た
め
、福
岡
県
議
会
と
佐
賀
県
議
会
を
訪
問

し
、政
策
条
例
の
制
定

や
政
策
提
言
の
状
況
、

ま
た
、議
会
の
活
性
化
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、

マ
リ
ン
メ
ッ
セ
福
岡（（
一

社
）福
岡
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
・
福
岡
市
）に

お
い
て
、大
規
模
多
目

的
施
設
の
利
用
促
進
に

よ
る
地
域
活
性
化
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
視
察
し

た
ほ
か
、佐
賀
県
産
業
ス

マ
ー
ト
化
セ
ン
タ
ー
（
佐

賀
県
産
業
労
働
部
・
佐

賀
市
）に
お
い
て
、Ｄ
Ｘ
の

実
現
に
向
け
た
産
業
支

援
に
つ
い
て
調
査
と
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

福岡県議会で調査する委員

　

九
月
定
例
会
で
設
置
さ
れ
た
決
算
特
別
委

員
会
（
渡
辺
淳
也
委
員
長
）
は
、
議
会
閉
会

中
も
継
続
し
て
、
十
月
二
十
日
、
二
十
三
日
、

二
十
四
日
、
十
一
月
十
五
日
、
十
六
日
の
五
日

間
、
令
和
四
年
度
山
梨
県
一
般
会
計
と
各
特
別

会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
の
内
容
及
び
令
和
四
年

度
公
営
企
業
会
計
（
電
気
事
業
、
温
泉
事
業
、

地
域
振
興
事
業
、
流
域
下
水
道
事
業
）
の
決
算

内
容
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を

十
二
月
定
例
会
開
会
日
の
本
会
議
に
報
告
し
、

賛
成
多
数
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会

　

山
梨
・
神
奈
川
・
静
岡
三
県
議
会
の
相
互
の
連
携
に
関
す

る
覚
書
に
基
づ
く
意
見
交
換
会
が
十
二
月
十
九
日
に
富
士
山

世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
（
富
士
河
口
湖
町
）
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
県
か
ら
は
、

水
岸
富
美
男
議
長

と
清
水
喜
美
男
副

議
長
が
出
席
し
、

観
光
振
興
（
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
推
進
の

取
り
組
み
）を
テ
ー

マ
に
、
各
県
の
取

り
組
み
状
況
等
に

つ
い
て
意
見
を
交

わ
し
ま
し
た
。
ま

た
、
会
議
後
は
、

富
士
山
世
界
遺
産

セ
ン
タ
ー
を
視
察

し
ま
し
た
。

山
梨
・
神
奈
川
・
静
岡
三
県
議
会

意
見
交
換
会

　２月定例会は次のとおり開催す
る予定です。常任委員会については
分散開催を実施する予定ですので、
ぜひ傍聴にお越しください。

2月定例会の予定

	 2 月		15	日（木）本会議（開会）
			22日（木）本会議（質疑・質問）
			26日（月）本会議（質疑・質問）
			27日（火）本会議（質疑・質問）
28日（水）本会議（質疑・質問）
29日（木）常任委員会（令和5年度関係）

	 3月					1日（金）常任委員会（令和5年度関係）
					4 日（月）本会議（令和5年度関係）
　5日（火）常任委員会（令和6年度関係）
　6日（水）常任委員会（令和6年度関係）
　7日（木）常任委員会（令和6年度関係）
　8日（金）常任委員会（令和6年度関係）
21日（木）本会議（閉会）

※	現時点での予定であり、今後変更と
なる場合があります。

　県議会に関する各種情報を、ホーム
ページからご覧いただけます。
　また、本会議の会議録については、
県議会ホームページの会議録検索シス
テムのほか、県立図書
館、最寄りの各地域県民
センター、お住まいの市
町村議会事務局でもご
覧いただけます。

山梨県議会

ホームページ、会議録を
ご覧ください

左から神奈川県議会・山梨県議会・静岡県議会


